
スマート機器とAI：デジタルテクノロジーで  
変わる21世紀の健康医療



時折、革命的な製品が出てきて  

すべてを変えてしまう
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iPhone登場からの15年の略史
デジタルと医療

2007：　米国でiPhoneが発売


2008：　日本を含む22カ国でiPhone 3G


　　　　 iPhone用アプリが解禁


　　　　 （医療用アプリ：82登録）


　　　　 Android登場


2009：  iPhone、医療機器の可能性


　　　　Johnson & Johnson LifeScan

　　　　GoogleのPHR技術がiPhone対応


　　　　AirStripがFDA承認を受ける 

　　　　Voalte：医師／看護師用通知


　　　　iPhone使う医師が倍増


　　　　医療用アプリは成長率３位


「iPhoneが医療機器として認められ、 
　規制されるべき状況が出てくるかも」 
  Don Witter氏（FDA）



2010





医療画像ビューアー：OsiriX 
Maki Sugimoto et al.



OsiriX

概況把握

患者コミュニケーション（問診）

医療画像参照

医師間コミュニケーション



通知

医療情報参照・操作

運動センサー

状態記録



情報参照・検索

医療教育

日誌

記録の可視化



BlueStar ̶ WellDoc (2010） 
FDA認可のSoftware As Medicine



ところで…





2014



1.0 2.0❌

1.0 2.0

2014/11/25
薬機法薬事法







歩数

消費カロリー

Nike Fuel

ビタミンC摂取

心拍数

BMI

体組成

体重

血糖値

距離 血圧

ビタミンA摂取
ビタミンB6摂取

体温



Apple 
HealthKit





Apple Watch series 1 
2014



Apple Watch series 1 
2014

最初のApple Watchから既に心拍セ
ンサーが搭載されていた。ただし、
これはどちらかというとエクササイ
ズ目的で、どれだけのカロリーを燃
焼したかを正確に予想したりするた
めのもの。 
　しかし、いざApple Watchが発売
されると、この心拍センサーで高心
拍や低心拍を発見する人が続出。医
者に相談し深刻な心臓疾患を見つけ
命が救われたという報告が相次い
だ。 



https://www.youtube.com/watch?v=N-x8Ik9G5Dg




Apple Heart Study 
2017

https://med.stanford.edu/appleheartstudy.html

最終的に40万人が参加 
史上最大規模の心臓疾患の調査研究 
 
-通知を受けた人の98％が同時につけて
いた医療機器でも心臓疾患を検出 
-Apple Watchの不規則な 
 心拍を通知する機能も向上 
-心房細動やその他の深刻な症状が 
 実際に見つかるほどまでの成果



Apple Watch series 1 
2014



Apple Watch搭載センサー
A P P L E  WAT C Hの進化

心拍センサー、モーションセンサー

G P S、防水、高度計
位置情報、防水（水中）、高度計（高所）

瞑想

E C G、転倒通知
心電図（感度81.4%、特異度80.7%）

コンパス、緊急連絡機能、
Morbi leo risus, ac ac, vestibulum at eros. Morbi leo risus, porta ac ac, at 
eros. Cras mattis consectetur purus sit amet fermentum.

血中酸素濃度（S p O 2）、睡眠の記録、低価格版、高速充電
日本では血中酸素ウェルネス

短時間で充電して睡眠時間や動きなどの記録をとる

心拍数を測る、歩数などを測る

アクティブリング（＝生活の中での運動）、座り過ぎの注意0/1

2/3

4

5

6/7

SER IES

今後の噂：体温計、非侵襲的血糖値モニター







ヘルス

dashboard 
健康状態の全体像を総覧

チェック項目の管理 
データを一覧で表示

詳細表示 
項目の詳細データ 
主導入力や 

データ共有設定も

MedicalID 
ロック画面からアクセスできる 

緊急用のカード



睡眠も記録



月経周期



歩行安定性



人間ドックデーターなどの取り込みも視野 

ヘルス 
医療情報の取り込み・患者の教育





NEW：ワクチン接種情報



トレンド



NEW：共有



NEW：共有











ぜんそく

空気の質が症状を悪化させる 

可能性がある場所を避けること

で、被験者自らがぜんそくを 

管理できるようにサポート



パーキンソン病

器用さ、バランス、記憶、歩行
などのデータを正確に測定



乳がん

被験者はこのアプリケー
ションを使って活力のレ
ベル、認識能力、気分に
関する詳しい情報を簡単
に提供













Apple以外では？



Dexcom G5 mobile Continuous Glucose Monitoring (2015)





前例のない数億人のプラットフォーム： 
Apple x 医療機関で 

前例のない新しい医療をつくる





ヘルスケア 医療
健常者 半病人 病人 重篤者

健康増進 疾病予防 早期発見 重症化 
予防 機能維持 機能回復

１次予防 
健康づくり

２次予防 
健診・健康管理

３次予防 
治療・リハビリ

} } }





損保ジャパン総研クオータリー

DM は基本的に、対象集団を過去のデータ等から特定し(Identification)、過去の病歴等に基づき 個々の患者をアセスメントし(Assessment)、疾病リスクにより高リスク層
と低リスク層を階層化し (Stratification)、患者・医師への介入により効率的な医療サービスの提供を促し(Intervention)、介入の効 果(アウトカム)を測定(Measurement)す
るというプロセスをとることとなる。このプロセスが、定期的な 再アセスメント(Periodic Reassessment)を通じて繰り返される。 
なお、患者への介入における具体的手段としては、教材の送付、看護師の訪問、電話等がある。また医師に 対しても、診療ガイドラインに基づく教育を通じた介入が行われ
る。



2015～2022



時折、革命的な製品が出てきて  

すべてを変えてしまう



AI 
̶機械学習̶



医療画像の解析



AIによる解析力の凄さ









HOMECOURT



Gauss Surgical Triton



–  A L A N  C .  K AY

“未来を予測する最良の方法は
自ら発明してしまうこと”


